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ました。私が書いた学部生の論集の拙い文章も見て頂きました。先生は、期待の言葉をかけ続け
てくださいました。
　その後、私は大学院の博士課程を経て、スイスのジュネーブの I L O（国際労働機関）本部事
務局で研究の仕事をすることになりました。英語でペーパーを書き始め、福島先生の学恩に少し
はお応えできたかなと思い始めたころ、はからずも創価大学経営学部への赴任の話を頂きました。
　大学に赴任してからも、何度も研究室に足を運び、種々お話をお伺いしました。先生は、すで
に教務部長の要職に就かれておられました。二期セメスター制の開始に尽力され、「これが実現
できたら新聞発表ものだよ」と語られていたことをよく覚えています。経済学部長時代は、多く
の同僚教員からすばらしい学部長だとよく耳にしました。
　その後、副学長、そして女子短大の学長と大学の重責を果たしていかれました。
　福島先生は、大学そして創立者池田大作先生に対する熱い思いを常に語られていました。創立
者の精神を、いかに教育、仕事、人生に生かしていくのか、そこに創価大学の意義があるのでは
ないかと語られていました。先生は、大学の役職をお受けになるとき、大学のためにと常に潔く
お受けくださったと聞きます。
　先生は、体が強いイメージがありますが、教務部長、経済学部長時代の 10年あまり、実は体
調はすぐれなかったと聞きます。その間、創立者から「学生のために健康を」と何回となく励ま
しを受けられたと伺いました。そのことを胸に刻み、短大の学長をされるときまでには、全快の
体調で取り組むことができたと聞きました。
　先生のお姿が大学にないのは、これほど寂しいことはありません。でも先生は、大学の近くに
住まれ、いつでも大学を見守っておられます。大学の同僚や学生から慕われていた福島先生、い
ついつまでもご健康で、ご活躍されることを願ってやみません。先生に教えて頂いたことを受け
継ぎ、これからも大切にしていきたいと思います。ぜひ今後とも引き続き、私たち後進を指導し
て頂きたく心より御願い申し上げます。
